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ポンペ
長崎大学病院広報誌

ポンペとは、日本最初の近代洋式病院である養生所（長崎大学病院の前身）を
創設したポンペ・ファン・メールデルフォールトから採っています。
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◀4/16、震度7の本震後、
　東熊本病院で患者の搬送
　を急ぐDMAT隊員ら

▲東熊本病院本震前の状況 ▲益城町の飯野小学校で住民に聞き取り

　熊本地震緊急対策本部を病院内
に設置し情報収集、指示に当たる。
現地の医療支援を長崎でサポート。▲DMAT第1陣の到着を出迎える病院スタッフ

▲災害対策本部を設置し後方支援

　熊本大学医学部附属病院で働く
職員用の食糧提供のため、4月19
日（火）本院の患者備蓄食3日分の
うちの1日分の食糧物資を送付。

　今回の医療支援では長崎県内外
の長崎DMAT11チームが派遣。

▲食糧物資を輸送

▲熊本市役所内の熊本市保健医療救護調整本部で
　避難所の医療ニーズについて調査をまとめる

▲長崎DMATの長崎県知事活動報告

　DMATの活動後、地域
のニーズに合わせた医療
支援を継続するため、本院
も医療支援チーム9チーム
延べ43名を継続的に派遣
しました。2011年3月に発
生した東日本大震災で活
動したスタッフも経験を生
かしました。

医療支援活動 4月21日～5月6日

　平成28年4月14日（木）夜、熊本県と大分県を震度7の地
震が発生。その2日後の16日（土）未明、被災している地域を
さらに震度7の地震が襲い、死者49名、重軽傷者1500人を
超える甚大な被害をもたらしました。被災地へ全国から
DMATや医療支援チームが集結する中、長崎大学病院も医
療支援チームを派遣しました。

DMATとは被災地内で発災超急性期から1チームあたりお
おむね48時間活動する災害派遣医療チームのこと。機動性
と専門的な訓練を受けており、多くの方を救命することを目
的に活動する。

　震災発生後、厚労省と長崎県からの要請を受け本院の
DMAT第一陣（医師1名、看護師2名、薬剤師1名）が地震発
生直後現地へ出動しました。熊本県で被害が甚大だった益
城町を中心に飯野小学校や東熊本病院で救護活動に当た
りました。また交代で派遣した第2陣（医師1名、看護師2名、
理学療法士1名）は熊本日赤病院を中心に活動しました。今
回本院DMATチームリーダーを務めた山野修平救命救急
センター助教は「本震や余震がいつ起こるかわからない状
況の中での活動は難しかった。消防の方の果敢な姿に自身
を奮い立たせた」と当時の様子を振り返りました。

DMATの活動 4月14日～4月18日
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DMATとは被災地内で発災超急性期から1チ ムあたりお
DMAT（Disaster Medical Assistance Team）とは？
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医療支援チーム
第 1 陣で派遣した

山下　和範 医師

DMAT
第 1 陣で派遣した

安藝　敬生 薬剤師▲被災者の手当

▲阿蘇医療センター内で感染対策について
　検討するメンバー

　4月24日に阿蘇地方でノロウイル
スが発生し、感染対策のため、本院
の感染制御教育センターを中心とし
た専門チームが避難所や高齢者施
設での感染対策に介入。地元保健師
の支援とともに、阿蘇医療センター
を拠点とした感染対策マニュアルの
作成や正しい感染対策の教育を指
導し、感染予防を強化しました。

　全国から医療支援チームが集結した。

　第1陣～8陣　（医師12名、看護師15名、薬
剤師3名、事務8名）延べ38名を派遣。
医療支援チームとは別に荷物の搬送・撤収に5
名の職員が関わる。

阿蘇地方の感染対策

▲トイレの衛生状況チェック

▲医療支援チームの派遣者

▲対策本部となった阿蘇医療センター内で
　避難情報をパソコンに入力

 第2陣出動

4月23日（土）～4月25日（月）4月23日（土）～4月25日（月）

 第3陣出動

4月25日（月）～4月27日（水）4月25日（月）～4月27日（水）

 第4陣出動

4月27日（水）～4月29日（金）4月27日（水）～4月29日（金）

 第5陣出動

4月29日（金）～5月1日（日）4月29日（金）～5月1日（日）

 第6陣出動

5月1日（日）～5月3日（火）5月1日（日）～5月3日（火）

 第7陣出動

5月3日（火）～5月5日（木）5月3日（火）～5月5日（木）

 第8陣出動

5月5日（木）～5月6日（金）5月5日（木）～5月6日（金）

 阿蘇地方でノロウイルス

 発生の疑い

 本院の感染制御教育センター

 が中心となり感染管理。

4月24日（日）4月24日（日）

 9チーム延べ43名を継続

 的に派遣

5月6日（金）まで5月6日（金）まで

　医療支援チーム陣の先発隊として4月21日（木）から23日（土）まで阿蘇医療セン
ターで活動しました。
　すでに市内や全国から医療支援チームが避難所の対応に当たっていたため、我々
は全体の医療支援のニーズを把握する任務につきました。避難所ごとに高齢者の有
無、要介護の必要性、水・食料の把握を評価表にまとめました。全国から集った救護班
10-15チームと手分けして約80ヶ所の避難所を巡回し、問題点を洗い出しました。こ
れをもとに災害弱者の状況を把握し、医療資材や人の投入を検討しました。指定避難
所以外の避難所や車中泊の状況をつかむのが難しかったと感じました。
　今回の派遣を通じて、突然起こる災害医療に対処するためには普段から「情報」を
どう扱うかのトレーニングする必要があると感じました。長崎での災害にも備え、普段
から行政、各医療機関と協力して体制づくりを整えていきたいと思います。

長崎大学病院の備え
　本院では日ごろから災害対策委員会や専門部会、
ＤＭＡＴ隊員を中心としたマニュアルの整備や訓練に取
り組んでいます。また長崎市消防局や玉成高校、長崎大
学医学部などに協力いただき大規模災害を想定した地
震災害医療実働訓練を毎年実施しています。医師、看
護師、技師や事務、医学部学生などが参加し、災害時の
対応を確認し意識を高めています。

　DMATは医師、看護師、業務調整員が1チームとなり活動します。今回災害現場で
の医薬品を含めた調達、情報管理、連絡、調整、などの全体のマネジメント業務を担う
業務調整員として参加しました。災害医療の現場では通信が頻繁に途絶えるうえに
めまぐるしく情報が変わり、これらを適切に管理することは災害医療の現場で最も重
要だとも言われています。被災地では迅速且つ、適切な情報を元に明確な指示命令
系統のもと医療支援にあたります。災害時地震災害においては職種に関わらず、その
場で必要なことを臨機応変に対応していくことが重要だと改めて実感しました。
　そのため訓練はもとより普段から職種を超えたコミュニケーションを図ることを意
識しています。
　長崎からの情報発信や、心配の連絡がありました。今回長崎でのバックアップ体制
があったからこそ、安心して被災地の業務に集中できたと感じています。
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本院の医療支援活動レポートを以下ブログへ掲載しています。
http://mh-nagasaki-u.blogspot.jp/
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http://mh-nagasaki-u.blogspot.jp/



読者の皆様のご意見・ご要望をもとに、より充実した広報誌を目指します。
ご意見・ご要望は、FAX：095-819-7215 又は E-mail : mhweb@ml.nagasaki-u.ac.jp までお寄せください。

案　

内

受付時間 初診受付8：30～11：00/各科窓口8：30～/診察9：00～
問合せ先

予約変更
について

受　　　付 （8：30～17：00） TEL.095-819-7200
時間外受付 （  上記以外  ） TEL.095-819-7210

休 診 日 土曜・日曜、祝・休日、年末年始（12月29日～1月3日）
医科系診療科へのお問い合わせは、14：00～16：00（月～金）
のみとなっておりますので、ご注意ください。

※★の診療科の初診紹介患者は原則事前FAX予約が必要です。
　☆の診療科も事前FAX予約を受け付けています。
　問合せ先：地域医療連携センター（TEL：095-819-7930）
※女性専門外来を開設しております。平日14時～16時に女性医師が診察いたします。
専用電話（TEL.095-819-7785）にてご相談を受け、予約をうけたまわります。

脳卒中ホットライン （TEL.090-3078-5992）  24時間365日、迅速対応。

交
通
案
内

●大学病院の玄関前までバスが行きます。
●電車との乗り換えが非常に便利になりました。
●大人150円（子供80円）均一料金です。
●土日祝日は運休しています。
●詳しい路線図や時刻表は、病院ロビーに備え付けのチラシ、
　または本院ホームページ掲載の交通アクセスをご覧ください。

タクシー 病院まで約12分

バ ス 長崎バス８番（医学部経由下大橋行）→大学病院前下車 徒歩１分
市内電車 赤迫方面行（１、３番系統）→大学病院前下車 徒歩８分
タクシー 病院まで約10分

ＪＲ長崎駅
から

タクシー 病院まで約５分 徒 歩 病院まで約10分ＪＲ浦上駅
から

市内電車 赤迫方面行（１番系統）→大学病院前下車 徒歩８分長崎大波止
ターミナル
（フェリー乗り場）

『元気くん』
運行のご案内

川口町（北郵便局）⇒浜口町（いろは寿司駐車場前）⇒
病院玄関を往復運行

午前 8:00から12:00まで15分間隔 午後 12:00から14:00まで20分間隔
●詳しい路線図や時刻表は
　病院ロビーに備え付けのチラシをご覧ください。

『すこやかさん』
運行のご案内
無 料
所要時間
約15分

血液内科、総合診療科
呼吸器内科、呼吸器外科

形成外科、歯科
循環器内科

眼科、脳神経外科、神経内科
消化器内科、消化器外科

消化器内科、婦人科、皮膚科・アレルギー科
産科、分娩部
精神科神経科

ICU

腎臓内科、泌尿器科

耳鼻咽喉科、麻酔科
心臓血管外科、放射線科
SCU、脳神経外科、神経内科

消化器外科
消化器内科、皮膚科・アレルギー科
NICU・GCU、小児科、小児外科

整形外科

リウマチ・膠原病内科、
内分泌・代謝内科、乳腺・内分泌外科

13F
12F
11F
10F
9F
8F
7F
6F
5F
3F

西病棟（主な診療科） 東病棟（主な診療科）病 棟 案 内

救命救急センター
感染症内科、呼吸器内科、国際ヒバクシャ医療センター

2F
1F

国際医療センター病棟

外来診 療日一覧表
○：初再診　再：再診のみ　初：初診のみ　再予：再診予約のみ　紹：紹介状有初診のみ
予：診療科へ直接電話予約　（矯正歯・小児歯：午後の初診についてはご連絡下さい）
※紹：紹介状無初診診療科へ要問合せ

注1：ＣＴ、ＵＳ、ＭＲ検査は要予約　注2：金は奇数日のみ　注3：金は偶数日のみ　　注4：新患は水の午前、金の午後、新患も要予約　　注5：午後のみ
注6：院内往診新患受付は火、金の午前。外来診療は火、水、金の午前中。新患の場合も要予約　　注7：外来受付時間 8:30～18:00、新患は電話予約優先
注8：外来受付時間 8:30～17:00、新患受付 8:30～15:00で、出来れば来院時に連絡　　注9：予約がない場合は、電話連絡が必要

診療科・部門

耳 鼻 咽 喉 科

冠 補 綴 治 療 室
義 歯 補 綴 治 療 室
口腔・顎・顔面インプラントセンター
臨 床 実 習 室
臨 床 研 修 室
審 美 歯 科 外 来
歯科材料アレルギー外来
予 防 歯 科 室
息フレッシュ外 来
歯科放射線室（歯科ＵＳ）
虫 歯 治 療 室
歯 周 病 治 療 室
口腔顎顔面外科室
顎口腔再生外科室
周術期口腔管理センター
口 腔 乾 燥 症 外 来
オーラルペイン・リエゾン外来
口 腔 腫 瘍 外 来
顎 変 形 症 外 来
顎 関 節 症 外 来
予 診 室
脳 神 経 内 科
脳 卒 中 外 来
脳 神 経 外 科

皮膚科・アレルギー科

眼 科
精 神 科 神 経 科
化 学 療 法 室

お問い合わせ先

819‒7463
要問合せ

819‒7744
819‒7744
819‒7744
819‒7753
819‒7753
819‒7744
819‒7744
819‒7740
819‒7740
819‒7746
819‒7743
819‒7743
819‒7745
819‒7745
819‒7745
819‒7771
819‒7784
819‒7745
819‒7745
819‒7745
819‒7728
819‒7465
819‒7465
819‒7465

819‒7465

819‒7466
819‒7294
819‒7787

 月 火 水 木 金
 ○ 再予 ○ 再予 ○
 再診の場合は要予約
 ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ ○
 再予 再予 再予 再予 ○
 ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ ○
 予 予 予 予 予
 ○ ○ ○ ○ ○
  予   予
 ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ ○
 ○ 予 ○ 予 
 予 ○ 予 ○ 
 ○ ○ ○ ○ 　○　
  予 予  予
 ○ 予 予 ○ 予
  ○   
 ○    
 ○ ○ ○ ○ ○
 初 初 初 初 初
 紹再  紹再  紹再
 ○  ○  ○
  
 ○ ○ 再予 ○ ○
 再診の場合は要予約
 紹予 　 紹予 　 紹予
 予 予 予 予 予
 予 予 予 予 予

 

☆

 

☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
　

☆
☆
☆
☆
☆
☆
★
☆
☆
　

☆
★

☆
★
★
　

☆
☆
☆
☆
☆
★
★
★
☆
★
★
★
★
☆
★
★
★
★
★
★
★
★
★
☆
☆
☆
★

階別 備考

注1

注2

注3

注4

注5

注5

6 

（
歯
科
）

7

5

○
（※紹）

○
（※紹）

診療科・部門
小 児 科
小 児 外 科
産 科 婦 人 科
遺伝カウンセリング室

矯 正 歯 科 室
小 児 歯 科 室
特殊歯科総合治療部
麻 酔・生 体 管 理 室
消 化 器 内 科
消化器外科（ 1外）
消化器外科（ 2外）
国際ヒバクシャ医療センター
内 分 泌・代 謝 内 科
乳腺・内分泌外科（1外）
乳腺・内分泌外科（2外）
血 液 内 科
生活習慣病予防診療部
リウマチ・膠原病内科
放 射 線 科
感 染 症 内 科
呼 吸 器 内 科
呼 吸 器 外 科
麻 酔 科
泌 尿 器 科
腎 臓 内 科
循 環 器 内 科
心 臓 血 管 外 科
整 形 外 科
形 成 外 科
総合診療科（内科）

お問い合わせ先
819‒7460
819‒7460
819‒7460
819‒7548
819-7748
819-7748
819-7748
819-7748
819‒7748
819‒7464
819‒7464
819‒7464
819‒7464
819‒7464
819‒7464
819‒7464
819‒7464
819‒7464
819‒7464
819‒7464
819‒7472
819‒7472
819‒7472
819‒7468
819‒7468
819‒7468
819‒7468
819‒7468
819‒7467
819‒7467
819‒7544

階別 備考

注6

注7

注8

注9

 月 火 水 木 金
 
 ○ 　 　 　 ○
 
 予 予 予 予 
  予 予 予 予
 ○ ○ ○ ○ ○
 ○ ○ ○ ○ ○
 予 予 予 予 予
 ○ ○ ○ ○ ○
 
 
 初
 　 　  　 　
 

  　  　 
 紹再  紹再  紹再

    再予 
 紹再  紹再  再
 予 予 予 予 予
 再 ○  ○ 再
     
 
     
 紹・再予  紹・再予  紹・再予

  ○  ○ 
  再  再

4 

（
歯
科
）

4

3

2

1

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

再予
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（1外）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

紹
（午後）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

○
（※紹）

摂 食 ・ 嚥 下
リハビリテーションセンター

○
（※紹）

○
（※紹）

○再
（※紹）

○再
（※紹）


